
大成建設、成和コンサルタント、横浜国立大学、日本建設業連合会、
パナソニックアドバンストテクノロジー、ソイルアンドロックエンジニアリング、カヤバ、

極東開発工業、エム・エス・ティー コンソーシアム

ＡＩ/ＩｏＴ活用全数管理の社会実装化とコンクリート性能に合わせた施工ガイダンス

国土交通省2022年度「建設現場の生産性を飛躍的に向上するための革新的技術の
導入・活用に関するプロジェクト（PRISM）」

「大和御所道路橿原高田ICﾗﾝﾌﾟ橋（AP26他）下部工事」施工現場における
労働生産性の向上を図る技術の試行業務

・ 製造～打込みにいたるAI/IoT活用の全数管理について、社会実装を進めるうえ
でのキャリブレーション方法を確立、運用案を整備し、効果を検証します

・ 打込みの作業ベクトル情報に、筒先からの吐出エネルギーを含めて、締固め完了
判定アルゴリズムを確立、音声による自動ガイダンスにより作業を最適化します
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■ＡＩ/IoT活用全数試験の実現ビジョン クラウド型品質管理システムit-Concrete
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コンソーシアム参加社：大成建設、成和コンサルタント、横浜国立大学、日本建設業連合会、パナソニック
アドバンストテクノロジー、ソイルアンドロックエンジニアリング、カヤバ、極東開発工業、住友システム開発，

ハカルプラス，パシフィックシステム，エムユー情報システム，リバティ，応用技術，エム・エス・ティー

国土交通省「建設現場の生産性を飛躍的に向上するための革新的技術の
導入・活用に関するプロジェクト（PRISM）」

大成建設は、２０１８年度～２０２１年度
にわたり、PRISM を活用して、（一社）
日本建設業連合会と協働しながら、コン
クリート生産性向上検討協議会の議論
の具現化を目指して、コンクリート構築
工の生産性向上に資する技術の開発と
試行に努めています

https://www.mlit.go.jp/tec/tec_tk_000092.html

■土木学会賞受賞

■２０１８年度 ■２０１９年度

■２０２０年度 ■２０２１年度



「T-CIM」は大成建設株式会社の登録商標です。

生コン伝票データとの連携（工場連携オプション）

国土交通省の2018年度「建設現場の生産性を飛躍的に向上するための革新的技術の導入・活用に関するプロジェクト」
を活用し、生コン出荷管理システムメーカー5社と環境を整備して効果を実証しました（2021年度は7社に拡大）

Internet

計量

「計量ボタン」

生コン工場

「計量ボタン」を押すこと
で生コン伝票情報すべて
がクラウドサーバに登録

タイムスタンプ
（ワンタッチ）

現場

生コン情報共有サーバ

現着・打設開始・終了時
間等をワンタッチで入力し、
クラウドサーバに登録

●生コン工場は通常の出荷操作となることから、操作ミスなどもなくなり、負担が大幅に軽減されます。
●現場での受入時に生コン伝票情報の追加入力が不要となり、担当者の負荷軽減が図れます
→各地域の生コン組合、工場の皆様にご理解をいただきながら、徐々に導入を拡大しています

電子化された生コン情報の活用
のためのベースクラウドシステム

●販売元 it-concrete@seiwac.jp

国土交通省の2018年度「建設現場の生産性を飛躍的に
向上するための革新的技術の導入・活用に関するプロ
ジェクト」において、生産性と品質の双方の向上効果が実
証されています NETIS登録番号：KT-200152-A

スマホやタブレットにより、コンクリートの運搬～打込みの
進行状況をリアルタイムに共有することができ、デジタル
データとしての活用が容易となることから、現場打ちコンク
リート工の生産性と品質の向上に寄与します

生コン供給側

生コン協同組合
所属の各生コン
工場（販売店）

土木工事技術委員会
コンクリート技術部会
/土木情報技術部会

全国生コンクリート
工業組合連合会
技術委員会

生コン電子化WG

■２０２１年度PRISM
コンソーシアム構成

生コン出荷システム社（２０１８
年度プリズム参加５社＋２社)

社会実装（書類の
電子媒体化）

分科会

施工現場側

日建連所属
施工会社の
各施工現場

・大成建設
・成和コンサルタント
・横浜国立大学（前川教授）

・パシフィックシステム

・パナソニックアドバンスト
テクノロジー

・ソイルアンドロックエンジ
ニアリング

・ＫＹＢ
・極東開発工業

・日本建設業連合会

新技術を活用した
全数試験の管理基
準検討分科会

日建連
会員会社

現場試行の
実績を収集

「生コン情報の電子化」は、日本建設業連合会、全国生コンクリート工業組合連合会
の協力を得て、国土交通省のコンクリート工生産性向上検討協議会議論の具現化

を目的として進めているものです https://www.mlit.go.jp/tec/i-con-concrete.html
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